
深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日で合併20周年を迎えました。令和７年３月31日で合併20周年を迎えました。

令和６年度　まちの決算　監査委員の意見	 ▶	３
「来年度予算へつなぐQ＆A」　決算審査！	 ▶	４
わが町のここが聞きたい！　一般質問　５人が質す	 ▶	７
視察・研修会レポート　「見たもの・感じたこと」	 ▶	17 ホームページ：https://www.town.fukaura.lg.jp/categories/bunya/gikai/
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提案理由等の動画
が視聴できます。

深浦町議会 第140回定例会
第
１
４
０
回
定
例
会
は
、
９
月

５
日
か
ら
12
日
ま
で
８
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
町
政
運
営
の
課
題
を
た

だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
長
か
ら
令
和
６
年
度

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
な
ど
の

決
算
の
ほ
か
補
正
予
算
や
条
例
関

係
な
ど
の
議
案
25
件
に
つ
い
て
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
慎
重
に
審

議
。
全
て
賛
成
多
数
で
原
案
の
と

お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

9/5
（金）

9/6
（土）

〜 9/7
（日）

9/9
（火）

〜 9/10
（水）

9/11
（木）

9/12
（金）

9/8
（月）

・全議案一括上程、
　提案理由の説明

・休会

・決算に関する
　特別委員会

・休会

・議案審議、採決

・一般質問

七戸 　仁

副委員長　七戸 　仁

大川　清光今　 勝吉 大髙 恒藏八木 　史

委員長　福沢　秀己

議会録画配信
インターネット配信サービス

YouTube（ユーチューブ）で録画
配信を開始しました。

各ページのQRコードから
アクセスできます。

YouTube「深浦町議会チャンネル」

議案審議、採決の動
画が視聴できます

（3）ふかうらまち議会だより（令和７年９月定例会号）

令和６年度 まちの決算令和６年度 まちの決算
一般会計歳出一般会計歳出  8787億億77957795万万55千円千円 認定 認定

「限られた財源」「限られた財源」

引
き
続
き
工
夫
と
努
力
を
重
ね
る
取
組
に
期
待

引
き
続
き
工
夫
と
努
力
を
重
ね
る
取
組
に
期
待

ご存知
ですか

令和6年度決算

監査委員の 意

見

識見を有する者から選任され
る委員（中川代表監査委員）
と、議会から選任される委員
（岩谷監査委員）がおり、町
の財務状況が効率的に行われ
ているかを監査します。

　審査に付された令和６年度普通会計の歳入歳出

決算は、証書類及び関係諸帳簿といずれも符合し

ており、誤りのないものと認められました。

　令和６年度の一般会計決算額は、歳入90億5824

万3千円に対し、歳出87億7795万5千円となり、繰

越財源を差し引いた実質収支は１億6155万5千円

の黒字となりました。

　歳出では、アフイ焼却施設大規模改修に伴う西

海岸衛生処理組合負担金の増や、雪害対策費、黄

金崎川災害防除対策事業費等の増により、前年度

から13.5パーセント増となりました。

　経費節減、合理化対
策等が浸透し、効率的
な運営がされている。

引き続き、簡素で効率的な行財政運営、
長期的視点に立った予算の効率的執行。
限られた財源の中でも新たな発想で思
い切った政策展開を切望する。

　町民の生活安定と福
祉増進、町の活性化に
向けた職員の英知を結
集し一丸となって職務
に専心することを期待。 令和６年度決算の詳しい内容は「広報ふかうら10月号」

６、７ページを御覧ください。

広報ふかうら
P６ー７

1 財政運営
普通会計の健全化判断比率がいずれ
も基準を下回っており、財政健全化
に向けた成果が表れている。

2 一層の収納努力期待
町税については、風力発電事業に係
る法人税割及び償却資産による法人
町民税と固定資産税が大幅に増収と
なり、町全体で13.59％増。町税全体
の徴収率は、前年度から0.5ポイン
ト増の96.4％。

3 効率的な運営されている
予算執行におけるコスト意識が高ま
り効率的な事業運営が着実に実行さ
れている。

4 行財政運営の期待
限られた財源を有効に活用し、効果
的かつ効率的な行財政運営を期待。

監査
  委員

中川　利男中川　利男
代表監査委員代表監査委員

岩谷　司岩谷　司
監査委員監査委員

あわせて
よみたい
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【
岡
崎
夕
陽
展
望
所
】

撤
去
か
改
修
し
て
は

　
八
木
委
員

岡
崎
夕
陽
展
望
所
は
現
在
立
入

禁
止
の
状
態
に
あ
り
、
看
板
を
見

た
観
光
客
が
訪
れ
て
も
入
れ
ず
印

象
が
悪
い
。
県
に
対
し
、
早
急
に

撤
去
か
改
修
を
申
し
入
れ
る
べ
き

だ
と
思
う
が
。

　
観
光
課
長

展
望
所
は
破
損
箇
所
が
あ
る
た

め
閉
鎖
し
、
観
光
協
会
の
備
品
を

保
管
し
て
い
る
。
屋
上
の
防
水
シ

ー
ト
の
剥
が
れ
や
軒
天
の
落
下
が

あ
り
、
毎
年
修
繕
を
要
望
し
て
い

る
。
修
繕
が
困
難
な
場
合
は
撤
去

も
含
め
、
今
年
度
も
県
に
要
望
し

て
い
く
。

問答

決算審査！決算審査！
令和６年度歳入歳出決算・
　　令和７年度補正予算などを審議

来年度予算へつなぐ質疑

　
決
算
に
関
す
る
特
別
委

員
会
は
、
委
員
長
に
福
沢

秀
己
委
員
、
副
委
員
長
に

七
戸
仁
委
員
が
選
任
さ

れ
、
９
月
８
日
か
ら
10
日

ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
、
付
託
さ
れ
た
議
案
第

１
号
令
和
６
年
度
深
浦
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

か
ら
議
案
第
25
号
工
事
の

請
負
契
約
の
件
ま
で
の
議

案
25
件
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

　
審
議
の
過
程
で
は
、
各

般
に
わ
た
り
十
分
に
議
論

が
尽
く
さ
れ
、
多
く
の
意

見
・
要
望
事
項
が
提
言
さ

れ
ま
し
た
。

【
入
湯
税
】

入
湯
税
の
充
当
先
は

　
八
木
委
員

入
湯
税
は
特
定
目
的
税
に
な
っ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
事
業
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
財
政
課
長

観
光
施
設
の
維
持
管
理
、
消
防

施
設
の
維
持
管
理
に
使
わ
れ
て
い

る
。

【
風
力
発
電
事
業

　
　
　
　
　
寄
付
金
】

風
力
発
電
事
業
寄
付
金

の
充
当
先
は

　
八
木
委
員

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
深
浦
風
力
発

電
事
業
寄
付
金
の
充
当
先
は
。

　
財
政
課
長

地
域
公
共
交
通
、
深
浦
宿
泊
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
、
各
種
計
画
策
定

（
総
合
計
画
・
子
ど
も
子
育
て
支

問答問答

援
計
画
・
地
域
福
祉
計
画
）
、
商

業
振
興
の
大
売
出
し
補
助
、
農
林

水
産
の
海
水
処
理
施
設
更
新
の
５

事
業
に
活
用
し
て
い
る
。

【
生
成
Ａ
Ｉ
】

導
入
す
る
べ
き
で
は

　
八
木
委
員

生
成
Ａ
Ｉ
は
導
入
し
て
い
る
か
。

事
業
の
効
率
化
を
進
め
る
意
味
で

も
導
入
す
る
べ
き
で
は
。

　
財
政
課
長

個
人
情
報
や
機
密
情
報
の
取
り

扱
い
、
生
成
Ａ
Ｉ
側
の
信
頼
性
の

確
認
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
現
在
は
導

入
し
て
い
な
い
が
、
国
か
ら
の
情

報
提
供
な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問答

副委員長

七戸　　仁
委員長

福沢　秀己

質
疑
応
答

▲岡崎夕陽展望所

（5）ふかうらまち議会だより（令和７年９月定例会号）

【
住
環
境

　
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
】

制
度
を
見
直
し
て
は

　
八
木
委
員

住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

の
補
助
は
１
世
帯
１
回
限
り
だ
が
、

10
年
ほ
ど
経
過
し
た
場
合
に
再
度

対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。　

建
設
水
道
課
長

実
現
に
つ
い
て
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
当
初
予
算
編
成
の
時
に

実
現
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
。

　
町
長

資
材
の
高
騰
で
従
来
の
値
段
で

で
き
な
い
こ
と
は
十
分
承
知
し
て

い
る
。
１
回
限
り
で
は
利
用
者
が

減
っ
て
い
く
た
め
、
制
度
の
見
直

し
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

問答答

【
八
森
山

　
　
町
民
の
森
公
園
】

遊
具
を
設
置
し
て
は

　
工
藤
委
員

八
森
山
町
民
の
森
で
現
在
稼
働

し
て
い
る
の
は
野
球
場
と
ゴ
ル
フ

練
習
場
の
み
で
、
公
園
機
能
は
縮

小
し
て
い
る
。
八
森
山
頂
上
や
キ

ャ
ン
プ
場
、
林
間
広
場
は
草
ぼ
う

ぼ
う
の
た
め
、
最
低
限
の
草
刈
り

を
実
施
す
べ
き
。
ま
た
、
子
ど
も

の
遊
具
も
少
な
く
、
夕
陽
公
園
な

ど
も
含
め
、
小
規
模
な
遊
具
で
も

設
置
す
べ
き
で
は
。

　
財
政
課
長

現
地
を
確
認
し
、
対
応
方
法
を

検
討
し
た
い
。
遊
具
は
案
外
高
額

だ
が
、
町
に
も
必
要
で
あ
り
、
予

算
や
財
源
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

問答

【
地
域
お
こ
し

　
　
　
　
　
協
力
隊
】

活
動
内
容
や
期
間
は

　
工
藤
委
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内

容
や
期
間
は
。

　
総
合
戦
略
課
長

浪
岡
敏
勇
さ
ん
は
任
期
満
了
後
、

岩
崎
地
区
の
集
落
支
援
員
と
し
て

活
動
中
。
県
と
連
携
し
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
う
ど
ん
教
室
を
や
り
な

が
ら
集
落
点
検
を
実
施
し
、
分
析

後
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て

課
題
解
決
に
取
り
組
む
。
任
期
は

定
め
ず
、
２
～
３
年
で
成
果
を
出

し
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
。

問答

【
消
防
団
員
の

　
　
　
定
年
延
長
】

検
討
す
べ
き
で
は

　
八
木
委
員

今
年
の
消
防
出
初
式
や
観
閲
式

で
団
員
が
少
な
く
、
年
々
減
少
し

て
い
る
。
団
員
の
定
年
延
長
（
65

歳
→
70
歳
、
班
長
以
上
は
70
歳

→
75
歳
）
を
検
討
す
べ
き
。
ま
た
、

一
度
退
職
し
た
人
が
再
び
団
員
に

な
る
の
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

　
総
務
課
長

深
浦
町
の
消
防
団
員
の
定
年
は
、

一
般
団
員
が
65
歳
、
役
職
者
は
70

歳
。
団
員
か
ら
65
歳
の
定
年
を
70

歳
に
延
長
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
ま
ず
は
一
般
団
員
の
定

年
延
長
を
検
討
す
る
。
再
入
団
は

昨
年
も
含
め
お
お
む
ね
10
件
程
度

あ
る
。

問答

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
は

　
藤
田
委
員

ふ
る
さ
と
納
税
は
重
要
な
財
源
。

深
浦
は
寄
付
額
が
少
な
い
。
果
物

や
魚
だ
け
で
な
く
、
五
能
線
や
温

泉
パ
ッ
ク
な
ど
多
様
な
返
礼
品
や
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た

発
信
な
ど
、
も
っ
と
効
果
的
な
ア

ピ
ー
ル
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
総
合
戦
略
課
長

深
浦
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
県

内
で
中
間
の
順
位
で
、
６
年
度
は

５
，
６
０
０
万
円
と
増
加
し
た
。

果
物
や
サ
ケ
が
少
な
く
、
海
産
物

の
ア
ピ
ー
ル
も
難
し
い
が
、
米
な

ど
の
需
要
を
掘
り
起
こ
せ
ば
寄
附

額
の
増
加
が
期
待
で
き
る
と
考
え

る
。

問答

▲観閲式の様子

▲うどん教室の様子
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【
福
祉
事
務
所
未
設
置

町
村
に
よ
る
相
談
事

業
委
託
料
】

内
容
や
相
談
件
数
は

　
斉
藤
委
員

福
祉
事
務
所
未
設
置
町
村
に
よ

る
相
談
事
業
委
託
費
５
８
０
万
円

は
、
ど
こ
に
委
託
し
て
お
り
、
内

容
は
何
か
。
ま
た
、
年
間
の
相
談

件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
福
祉
課
長

相
談
事
業
は
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
、
生
活
困
窮
や
引
き
こ

も
り
な
ど
生
活
全
般
の
相
談
を
受

け
て
い
る
。
年
間
の
相
談
件
数
は

15
～
16
件
で
あ
る
。

問答

【
行
合
崎
の
清
掃
】

実
施
し
て
い
る
の
か

　
今
委
員

行
合
崎
の
清
掃
状
況
が
報
告
に

出
て
い
な
い
。
実
施
し
て
い
る
の

か
、
や
る
気
が
な
い
の
か
、
予
算

不
足
な
の
か
、
そ
の
理
由
は
。

　
町
民
課
長

深
浦
町
は
海
岸
線
が
長
く
、
全

域
の
漂
着
物
回
収
は
困
難
で
あ
る
。

風
合
瀬
い
か
焼
き
村
を
重
点
的
に

清
掃
し
、
住
民
要
望
や
危
険
な
流

木
に
は
緊
急
対
応
し
て
い
る
。
行

合
崎
は
重
機
が
入
れ
ず
緊
急
対
応

は
難
し
い
が
、
今
後
の
対
応
を
検

討
す
る
。

　
建
設
水
道
課
長

県
の
漁
港
や
建
設
海
岸
の
清
掃

補
助
は
な
く
、
町
で
対
応
す
る
し

か
な
い
。
県
環
境
政
策
課
に
被
災

ご
み
の
対
応
を
尋
ね
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
時
以
外
は
例
が
な
く
、

残
念
に
思
っ
た
。
　

問答答

【
老
人
ク
ラ
ブ
】

補
助
金
交
付
の
条
件
は

　
岩
根
委
員

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
解
散
状
態
の

地
域
も
あ
る
。
補
助
金
交
付
に
係

る
そ
の
確
認
方
法
は
。

　
福
祉
課
長

老
人
ク
ラ
ブ
の
事
務
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
事
務
を
引
き
受
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
収

支
決
算
や
交
付
に
係
る
予
算
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
社
会
福
祉
協
議

会
を
通
し
て
取
り
ま
と
め
、
町
に

提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問答

【
大
館

　
　
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
】

募
集
状
況
を
教
え
て

　
今
委
員

大
館
ハ
ウ
ス
の
募
集
に
応
募
者

は
あ
っ
た
の
か
。
現
状
は
。

　
農
林
水
産
課
長

大
館
の
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
は
全
84

棟
中
13
棟
が
空
き
で
、
高
齢
や
体

調
不
良
が
理
由
で
あ
る
。
昨
年
は

5
棟
の
空
き
で
、
農
協
と
連
携
し

広
報
お
知
ら
せ
版
で
定
期
的
に
情

報
を
掲
載
し
て
い
る
。

問答

【
空
き
家
対
策
】

情
報
提
供
の
件
数
や
情

報
提
供
者
へ
の
連
絡
は

　
七
戸
委
員

空
き
家
対
策
費
に
つ
い
て
、
特

定
空
き
家
助
成
金
は
ゼ
ロ
、
準
特

定
空
き
家
補
助
金
は
９
件
・
２
７

０
万
円
で
あ
っ
た
。
令
和
６
年
度

の
町
民
か
ら
の
特
定
空
き
家
情
報

提
供
数
と
、
そ
の
う
ち
特
定
空
き

家
と
認
定
さ
れ
た
件
数
、
認
定
結

果
を
情
報
提
供
者
に
連
絡
し
て
い

る
か
。

　
総
務
課
長

町
民
か
ら
の
情
報
提
供
は
1
件

あ
っ
た
が
、
特
定
空
き
家
に
認
定

は
さ
れ
な
か
っ
た
。
個
人
情
報
保

護
の
た
め
、
情
報
提
供
者
に
は
認

定
結
果
は
通
知
し
て
い
な
い
。

問答

▲大館トマトハウス

（7）ふかうらまち議会だより（令和７年９月定例会号）

第１４０回定例会

一 般 質 問一 般 質 問

　一般質問とは、議員が町
の行政全般にわたり、執行機
関に行政財政の運営や現行の
政策、将来に対する方針など
について考えを質

ただ

し、報告や
説明を求め、より良い方向へ
導くものです。

編集の都合により、掲載は実際の質問順とは異なりますのでご了承願います。

旧
岩
崎
中
を
防
災
セ
ン
タ
ー

防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
活
用

利
活
用
し
て
は

七
戸

　仁
議
員

深
浦
駅
前
の
町
有
地
利
活
用

利
活
用
と
整
備
整
備
は
八
木

　史
議
員

避
難
所

避
難
所
の
熱
中
症
対
策

熱
中
症
対
策
は

大
川
清
光
議
員

一
次
産
業
強
化

一
次
産
業
強
化
へ
の
取
組
は

今

　勝
吉
議
員

鳥
獣
被
害
対
策
・
ジ
ビ
エ
活
用
活
用
の
推
進
推
進
は

大
髙
恒
藏
議
員

聞聞
き
た
い

わ
が
町
の

こ
こ
が
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わが町のここが聞きたい

　
七
戸
議
員

　
旧
岩
崎
中
学
校
を
利
活
用
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活

用
す
べ
き
と
考
え
る
。
岩
崎
体
育

館
や
い
わ
さ
き
小
学
校
、
岩
崎
支

所
に
よ
り
一
定
の
避
難
体
制
は
確

保
さ
れ
て
い
る
が
、
旧
校
舎
を

※

ス
フ
ィ
ア
基
準
に
基
づ
く
避
難

施
設
や
備
蓄
拠
点
と
す
れ
ば
防
災

機
能
を
強
化
で
き
る
。
ま
た
、
外

観
の
劣
化
に
よ
る
景
観
上
の
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
善
す
る
考

え
は
。

※
ス
フ
ィ
ア
基
準
…
災
害
や
紛
争
が
起
き
た
際

に
、
被
災
者
が
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
保
っ

て
生
活
す
る
た
め
に
、
人
道
支
援
活
動
で
満

た
す
べ
き
最
低
限
の
国
際
基
準
。

　
町
長

　
旧
岩
崎
中
学
校
は
令
和
４
年
４

月
の
統
合
に
伴
い
使
用
を
終
了
し
、

上
水
道
や
電
気
な
ど
の
設
備
も
停

止
し
て
い
る
。
昭
和
51
年
建
築
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
で
、

延
べ
２
，
７
９
４
㎡
の
規
模
が
あ

る
。

　
避
難
施
設
に
つ
い
て
は
、
改
修

を
終
え
た
岩
崎
地
区
体
育
館
や
い

わ
さ
き
小
学
校
、
岩
崎
支
所
、
ふ

れ
あ
い
と
創
造
の
館
、
地
区
集
会

所
な
ど
が
利
用
可
能
で
あ
り
、
分

散
避
難
に
よ
る
運
営
の
難
し
さ
も

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
旧
校
舎
を
避

難
施
設
と
す
る
場
合
は
、
停
止
中

の
設
備
を
平
時
か
ら
稼
働
さ
せ
る

問答

必
要
が
あ
る
。

　
以
上
の
状
況
か
ら
、
避
難
所
確

保
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、

近
隣
に
複
数
の
避
難
施
設
が
あ
る

現
状
で
は
、
旧
岩
崎
中
学
校
を
防

災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
活
用
す
る

こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

『
全
戸
に
は
想
定
し
て
い
な

い
。
対
応
困
難
な
世
帯
に
は

設
置
し
て
い
く
』

　
七
戸
議
員

　
防
災
行
政
無
線
は
未
だ
に
聞
き

取
り
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
り
、
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
で
の
確
認
手
段
は
あ

防
災
行
政
無
線

個
別
受
信
機
を
全
戸
に

整
備
す
べ
き
で
は

問

る
が
、
高
齢
者
へ
の
配
慮
や
町
民

の
命
を
守
る
観
点
か
ら
も
、
防
災

行
政
無
線
等
の
戸
別
受
信
機
を
全

戸
に
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
町
長

　
現
行
の
防
災
行
政
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
は
令
和
３
年
４
月
か
ら
運

用
し
て
お
り
、
庁
舎
外
か
ら
も
放

送
指
令
が
可
能
で
、
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
を
基
本
に
一
部
住
宅
へ
は
戸

別
受
信
機
を
設
置
し
て
い
る
。
人

工
音
声
の
聞
き
取
り
づ
ら
さ
に
つ

い
て
は
改
善
傾
向
に
あ
る
が
、
依

然
と
し
て
音
量
に
関
す
る
指
摘
は

あ
る
た
め
、
ア
プ
リ
登
録
や
テ
レ

ホ
ン
ダ
イ
ヤ
ル
の
活
用
を
案
内
し

て
い
る
。
全
世
帯
へ
の
戸
別
受
信

機
整
備
は
初
期
投
資
約
２
億
円
、

通
信
料
年
１
，
２
０
０
万
円
が
見

込
ま
れ
、
更
新
時
は
町
の
一
般
財

源
負
担
と
な
る
た
め
現
時
点
で
は

想
定
し
て
い
な
い
が
、
対
応
困
難

な
世
帯
に
は
戸
別
受
信
機
を
設
置

し
て
い
く
。

答

問
答

旧岩崎中学校を防災センター
として利活用しては

旧岩崎中利活用

現状、想定していない

七
しちのへ

戸　　仁
ひとし

議員
質問者の動画が
視聴できます。

つぶやきつぶやき
旧岩中は全町対象の
避難所になると
思うが…

▲個別受信機

▲旧岩崎中学校

（9）ふかうらまち議会だより（令和７年９月定例会号）

　
大
川
議
員

　
７
月
30
日
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半

島
沖
地
震
で
は
県
内
11
市
町
村
に

避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
本
町
も
状

況
次
第
で
は
発
令
の
可
能
性
が
あ

っ
た
。
こ
の
日
は
気
温
32
度
と
高

く
、
避
難
生
活
と
な
れ
ば
熱
中
症

の
危
険
が
大
き
か
っ
た
。
北
金
ヶ

沢
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
に
は
網
戸

や
エ
ア
コ
ン
が
な
く
、
熱
中
症
対

策
が
急
務
で
あ
り
、
網
戸
や
扇
風

機
に
加
え
エ
ア
コ
ン
の
効
く
部
屋

も
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
町
内
の

指
定
避
難
所
で
、
真
夏
の
避
難
者

の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
ど
の

よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る
の
か
。

　
町
長

　
７
月
30
日
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半

島
沖
地
震
で
は
、
町
は
防
災
計
画

に
基
づ
き
「
警
戒
態
勢
２
号
の

２
」
を
敷
き
、
災
害
警
戒
本
部
を

設
置
し
た
。
避
難
指
示
は
発
令
せ

ず
、
防
災
無
線
で
海
岸
に
近
づ
か

な
い
よ
う
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

当
日
の
気
温
は
30
度
を
超
え
て
お

り
、
仮
に
避
難
指
示
を
出
し
た
場

合
は
北
金
ヶ
沢
総
合
防
災
セ
ン
タ

ー
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
、
冷
房

設
備
の
あ
る
施
設
へ
の
移
送
も
検

討
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
10
畳
の

集
会
室
２
室
に
エ
ア
コ
ン
が
あ
る

が
、
ア
リ
ー
ナ
に
は
冷
房
設
備
や

問答

網
戸
が
な
い
。
今
回
の
経
験
を
踏

ま
え
、
避
難
所
環
境
の
見
直
し
を

進
め
、
同
セ
ン
タ
ー
の
網
戸
設
置

経
費
を
補
正
予
算
に
計
上
し
た
ほ

か
、
国
の
補
助
制
度
調
査
や
ス
ポ

ッ
ト
型
エ
ア
コ
ン
導
入
の
検
討
も

行
う
。

問
答

避難所の熱中症対策は

避難所熱中症対策

見直しを進め、エアコン導入
検討も行う

大
おおかわ

川　清
きよみつ

光議員
質問者の動画が
視聴できます。

つぶやきつぶやき
備蓄、防災グッズの

充実も
お忘れなく！

わが町のここが聞きたい

　議会だより内に掲載しておりますＱＲコードをスマートフォンや
タブレットで読み取ると、各議員の一般質問や町長の提案理由の説
明、採決の様子の動画が視聴できます。ぜひ、ご視聴ください。
　ただし、ＱＲコードを読み取るためにはアプリが必要です。イン
ストールされていない場合は、インストール後にご利用ください。
※ＱＲコードとは、今やいたる所で見かけるようになった四角い白黒の
点で構成されたマークで、読み取れば簡単にいろんな情報を知ること
ができます。

スマートフォンなどで手軽に一般質問などの録画映像がご覧になれます！
議会録画配信

YouTube（ユーチューブ）で
録画配信を行っております。

YouTube
「深浦町議会　　
　　チャンネル」

▲北金ケ沢防災センター
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今
議
員

　
町
長
の
８
つ
の
挑
戦
の
一
つ
に

「
各
産
業
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ

く
り
へ
の
挑
戦
」
が
あ
り
、
一
次

産
業
の
強
化
と
高
付
加
価
値
事
業

の
推
進
と
あ
る
が
、
第
三
次
総
合

計
画
に
あ
る
2
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
農
産
物
の
産
地
化
・
高
付
加
価

値
化
の
具
体
的
支
援
や
取
組

は
。

②
水
産
物
の
流
通
・
加
工
拠
点
整

備
の
具
体
的
計
画
が
あ
る
の

か
。

　
町
長

　
深
浦
町
第
三
次
総
合
計
画
は
、

令
和
７
年
度
か
ら
10
年
間
の
町
の

将
来
像
と
施
策
の
方
向
性
を
示
す

羅
針
盤
で
、
国
や
県
の
支
援
を
受

け
や
す
く
す
る
た
め
各
施
策
を
網

羅
的
に
記
載
し
て
い
る
。

①
農
産
物
の
産
地
化
・
高
付
加
価

値
化
で
は
、
深
浦
ト
マ
ト
の

産
地
維
持
に
注
力
し
、
異
常

高
温
対
策
と
し
て
遮
光
資
材

導
入
支
援
や
大
舘
地
区
の
集

出
荷
施
設
の
維
持
管
理
を
進

め
る
。
さ
ら
に
、
新
規
就
農

者
へ
の
資
金
支
給
や
制
度
活

用
支
援
な
ど
担
い
手
確
保
に

も
取
り
組
む
。

②
水
産
物
分
野
で
は
、
冷
蔵
・
海

水
処
理
施
設
の
更
新
支
援
を

問答

検
討
し
、
公
社
や
民
間
加
工

場
と
連
携
し
た
加
工
品
開
発

に
よ
り
付
加
価
値
向
上
を
図

る
。
一
次
産
業
の
所
得
向
上

を
目
指
し
、
計
画
の
着
実
な

実
行
に
努
め
る
。

『
重
要
性
を
踏
ま
え
、町
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
に
努
め
る
』

　
今
議
員

　
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
め
ば
、

限
ら
れ
た
職
員
と
予
算
で
は
町
単

独
で
の
対
応
に
限
界
が
あ
る
。
近

隣
市
町
村
と
連
携
し
た
広
域
行
政

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
町
長

　
広
域
行
政
は
、
効
果
的
な
財
政

負
担
と
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
不
可

欠
で
あ
る
。
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
中
、
単
独
の
自
治
体
で
全

て
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人

材
を
有
効
活
用
す
る
に
は
広
域
的

な
資
源
結
集
が
現
実
的
か
つ
効
果

的
で
あ
る
。

広
域
行
政
の
推
進

広
域
行
政
を
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
の
か

問答

　
当
町
は
６
つ
の
一
部
事
務
組
合
、

２
つ
の
広
域
連
合
、
五
所
川
原
定

住
自
立
圏
に
参
画
し
、
廃
棄
物
処

理
、
消
防
、
医
療
、
福
祉
な
ど
を

共
同
で
担
っ
て
い
る
。
令
和
８
年

４
月
に
は
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ

ー
が
稼
働
し
、
経
費
削
減
と
消
防

力
強
化
を
図
る
。
広
域
行
政
は
財

政
健
全
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
両
立
で
き
る
仕
組
み
で
あ
り
、

共
同
調
達
や
人
材
活
用
に
よ
り
効

率
化
と
質
の
高
い
行
政
運
営
を
実

現
す
る
。
今
後
も
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
向
上
に
努
め
て
い
く
。

 『
新
し
い
価
値
観
を
取
り
入

れ
活
性
化
に
努
め
る
』

　
今
議
員

　
少
子
高
齢
化
等
で
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
希
薄
化
し
、
防
災
訓
練

の
参
加
者
も
減
っ
て
い
る
。
有
事

に
地
域
で
助
け
合
え
る
の
か
不
安

の
声
も
あ
る
。
地
域
の
つ
な
が
り

を
再
生
し
、
支
え
合
え
る
体
制
づ

く
り
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
進
め

る
の
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
の
方
向
性
は

問

問
答

一次産業強化への取組は

第三次総合計画

担い手の確保、
付加価値向上も進める

今
こん

　　勝
かつよし

吉議員
質問者の動画が
視聴できます。

わが町のここが聞きたい
つぶやきつぶやき

「まちづくりへの
挑戦」・・・
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町
長

　
本
年
６
月
に
策
定
し
た
第
三
次

総
合
計
画
で
は
、
７
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
、
「
安
心
安
全
な
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
、
防
災
・
減

災
や
消
防
団
・
自
治
会
活
動
の
活

性
化
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
強
化
を
目
指
し
て
い
る
。
今

年
は
ね
ぶ
た
運
行
や
盆
踊
り
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
復
活
し
、

地
域
に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
必
ず

し
も
希
薄
化
し
て
い
な
い
と
考
え

る
。
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
や
生

活
様
式
の
多
様
化
に
よ
り
、
行
事

参
加
者
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
若
者
が
参
加
し

や
す
い
環
境
整
備
や
防
災
訓
練
の

工
夫
な
ど
、
主
体
的
な
取
組
を
促

す
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
知
恵
や

経
験
を
次
世
代
に
継
承
し
、
世
代

を
超
え
た
支
え
合
い
と
新
た
な
価

値
観
の
共
有
に
よ
っ
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
。

答

『
全
体
の
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い

相
続
登
記
や
納
税
義
務
者
の
変
更

を
促
し
て
い
る
』

　
今
議
員

　
団
塊
世
代
の
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
よ
り
地
方
で
空
き
家
が
増
え

て
い
る
。
特
に
相
続
登
記
が
さ
れ

て
い
な
い
空
き
家
は
、
所
有
者
不

明
や
管
理
放
置
に
よ
り
固
定
資
産

税
の
徴
収
が
困
難
と
な
る
。
本
町

に
お
け
る
固
定
資
産
税
滞
納
の
実

態
と
相
続
登
記
義
務
化
へ
の
対
応

は
。　

町
長

　
町
で
は
条
例
に
基
づ
き
「
特
定

空
家
等
」
を
26
軒
指
定
し
て
い
る

が
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
空
家
全

体
の
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
。

令
和
６
年
度
末
時
点
で
、
固
定
資

産
税
滞
納
者
の
う
ち
町
外
在
住
は

57
件
、
送
付
先
不
明
は
56
件
で
、

滞
納
額
は
約
８
０
０
万
円
、
全
体

の
約
３
割
を
占
め
て
い
る
。
相
続

登
記
義
務
化
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

納
税
通
知
書
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

空
き
家
の
固
定
資
産
税
滞
納
問
題

空
き
家
の
固
定
資
産
税

滞
納
の
実
態
と
対
応
は

問答

同
封
し
、
窓
口
で
も
相
続
登
記
や

納
税
義
務
者
変
更
の
説
明
を
行
い

手
続
き
を
促
し
て
い
る
。

『
現
行
の
人
事
評
価
制
度
の
課

題
を
見
極
め
、改
善
に
努
め
る
』

　
今
議
員

　
近
年
は
優
秀
な
人
材
が
民
間
に

流
出
し
て
お
り
、
昇
格
制
度
の
整

備
や
女
性
管
理
職
の
登
用
な
ど
、

職
員
が
意
欲
的
に
働
け
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
と
考
え
る
。
町
と
し

て
人
事
制
度
の
見
直
し
や
改
革
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

　
町
長

　
公
務
員
の
人
事
評
価
制
度
は
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質
や
能
力

を
正
し
く
把
握
し
、
人
材
育
成
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
評
価
を
通
じ
て
強
み
や
課
題

を
明
確
に
し
、
適
切
な
研
修
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
意

欲
と
成
長
を
支
え
、
組
織
全
体
の

実
務
能
力
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
当
町
で

は
平
成
25
年
度
か
ら
制
度
を
導
入

人
事
制
度
改
革

町
職
員
の
意
欲
向
上
に
向

け
た
人
事
制
度
改
革
を

問答

し
、
町
政
推
進
の
た
め
に
設
定
し

た
組
織
課
題
に
基
づ
き
、
職
員
が

個
人
目
標
を
立
て
、
そ
の
達
成
度

や
業
務
姿
勢
を
評
価
し
て
い
る
。

評
価
結
果
は
勤
勉
手
当
の
成
績
率

に
反
映
し
て
お
り
、
努
力
が
一
定

程
度
報
わ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
民
間
の
よ
う
に

業
績
評
価
が
直
接
昇
給
や
賞
与
に

結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
安
定
供
給
と
公
正
性
、

人
材
育
成
を
重
視
し
て
い
る
点
に

特
徴
が
あ
る
。
公
共
業
務
の
多
様

性
か
ら
制
度
運
用
に
は
難
し
さ
も

伴
う
が
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限

に
引
き
出
し
意
欲
を
高
め
る
評
価

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
や
県
の

取
組
を
参
考
に
し
つ
つ
、
現
行
制

度
の
課
題
を
見
極
め
な
が
ら
改
善

を
重
ね
て
い
く
。

『
生
活
お
助
け
隊
派
遣
事
業
、

民
間
業
者
で
対
応
』

　
今
議
員

　
町
の
除
雪
は
道
路
交
通
の
確
保

を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
高
齢
者

除
雪
対
策

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
個
別

状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

除
雪
対
策
が
で
き
な
い
か

問

わが町のここが聞きたい

や
障
害
者
な
ど
生
活
・
社
会
的
弱

者
の
世
帯
に
対
し
、
個
別
状
況
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
除
雪
対
策
が

で
き
な
い
か
。

　
町
長

　
高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
へ
の
除

雪
対
策
と
し
て
は
、
町
社
協
の

「
生
活
お
助
け
隊
派
遣
事
業
」
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

玄
関
前
の
雪
か
き
、
建
設
業
者
で

構
成
す
る
工
匠
会
の
除
排
雪
作
業

が
あ
る
。
経
費
は
お
助
け
隊
が
15

分
２
０
０
円
＋
交
通
費
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
１
時
間
１
，

０
０
０
円
＋
交
通
費
、
工
匠
会
が

作
業
員
１
人
１
時
間
２
，
０
０
０

円
、
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
１
台
４
，

０
０
０
円
で
あ
る
。
令
和
６
年
度

の
実
績
は
お
助
け
隊
31
件
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
40
件
で
、
通

常
時
は
対
応
可
能
だ
が
大
雪
時
に

は
依
頼
が
急
増
し
対
応
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
。

答
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八
木
議
員

　
深
浦
駅
前
の
町
有
地
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
前
町
長
は
「
考
え
は

な
い
」
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
昨

年
３
月
か
ら
無
人
駅
と
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
新
町
長
の
考
え
は
。

ま
た
、
駅
前
の
賑
わ
い
回
復
策
と

し
て
、
駅
正
面
に
桟
橋
を
整
備
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

　
町
長

　
深
浦
駅
前
周
辺
整
備
は
、
町
民

の
安
全
・
安
心
・
利
便
性
を
確
保

し
つ
つ
賑
わ
い
再
生
に
つ
な
が
る

よ
う
段
階
的
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
現
状
は
交
通
結
節
点
と
し
て

の
機
能
を
有
す
る
が
、
周
辺
用
地

の
確
保
が
困
難
で
あ
り
、
土
地
利

用
状
況
や
道
路
網
、
避
難
経
路
、

景
観
な
ど
を
関
係
機
関
や
住
民
等

と
幅
広
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
段
階
で
は
用
地
確
保
が
課
題
で

あ
り
、
そ
の
解
決
が
不
可
欠
で
あ

る
。
桟
橋
整
備
に
つ
い
て
も
、
水

辺
資
源
や
交
通
状
況
、
環
境
影
響
、

安
全
性
、
維
持
管
理
費
を
踏
ま
え
、

駅
前
整
備
と
併
せ
て
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
。

問答

『
現
時
点
で
町
独
自
の
実
施

は
考
え
て
い
な
い
』

　
八
木
議
員

　
物
価
高
で
町
民
生
活
は
年
金
生

活
者
を
中
心
に
一
層
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
全
町
民
に
一
律
１
万
円

の
「
暮
ら
し
応
援
商
品
券
」
を
支

物
価
高
騰
対
策

物
価
高
騰
に
対
す
る
町
独

自
の
商
品
券
支
給
し
て

問

給
で
き
な
い
か
。

　
町
長

　
物
価
高
騰
は
年
金
生
活
者
だ
け

で
な
く
子
育
て
世
帯
に
も
影
響
し

て
い
る
。
町
独
自
で
全
町
民
に
一

律
１
万
円
の
商
品
券
を
支
給
す
べ

き
と
の
提
案
だ
が
、
こ
れ
ま
で
も

国
の
財
源
を
活
用
し
た
商
品
券
配

布
を
行
っ
て
お
り
効
果
は
あ
っ
た

も
の
の
、
現
時
点
で
町
独
自
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
。

答

質問者の動画が
視聴できます。

町民の安全・安心・利便性を
確保し段階的に進める

問
答

深浦駅前の
町有地利活用と整備は

深浦駅前周辺整備

八
や ぎ

木　　史
ふみと

議員

わが町のここが聞きたい
つぶやきつぶやき

物価高、給付も
なければ減税もなし、

どうする！

▲駅前町有地 ▲深浦駅
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わが町のここが聞きたい
『
具
体
的
見
通
し
は
立
っ
て

い
な
い
』

　
八
木
議
員

　
旧
ラ
ー
メ
ン
１
０
１
の
店
舗
貸

付
に
つ
い
て
は
、
３
月
定
例
会
で

応
募
２
件
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

現
在
も
閉
鎖
中
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
経
緯
と
今
後
の
貸
付
見
通
し

は
。

閉
鎖
中
店
舗
貸
付

旧
ラ
ー
メ
ン
１
０
１
の

今
後
の
見
通
し
は

問

　
町
長

　
旧
ラ
ー
メ
ン
１
０
１
は
令
和
７

年
３
月
末
で
営
業
終
了
し
、
町
は

食
堂
運
営
の
事
業
者
を
募
集
し
た

結
果
２
件
の
応
募
が
あ
り
、
１
事

業
者
と
協
議
を
進
め
た
。
し
か
し

施
設
の
老
朽
化
、
と
り
わ
け
浄
化

槽
設
備
の
問
題
か
ら
事
業
者
が
借

受
け
を
辞
退
し
、
現
在
も
閉
鎖
中

で
あ
る
。
今
後
の
具
体
的
見
通
し

は
立
っ
て
い
な
い
が
、
現
状
の
ま

ま
活
用
で
き
る
事
業
者
が
あ
れ
ば

随
時
協
議
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

答

『
戦
略
的
・
計
画
的
に
活
用

し
、地
域
が
求
め
る
地
方
創

生
事
業
を
展
開
す
る
』

　
八
木
議
員

　
政
府
の
「
地
方
こ
そ
成
長
の
主

役
」
の
方
針
の
下
、
地
方
創
生
交

付
金
を
活
用
し
た
施
策
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
本
町
で
も
今
年
６
月

に
「
深
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
。

今
後
、
総
合
戦
略
に
基
づ
き
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組

む
の
か
。

　
町
長

本
年
６
月
、
令
和
７
年
度
を
始

期
と
す
る
５
年
間
の
具
体
目
標
と

施
策
を
ま
と
め
た
「
第
３
期
深
浦

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
た
。
地
方
の

人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、
地
域

経
済
の
維
持
・
活
性
化
と
住
民
生

活
支
援
が
課
題
で
あ
る
。
戦
略
は

大
き
く
４
分
野
に
整
理
さ
れ
る
。

①
多
様
な
世
代
が
活
躍
す
る
仕
事

づ
く
り
と
地
域
活
性
化
（
農
林
畜

水
産
業
活
性
化
、
産
業
集
積
・
新

地
方
創
生
交
付
金

地
方
創
生
交
付
金
の

活
用
は

問答

産
業
創
出
、
人
材
確
保
、
観
光
振

興
、
交
流
人
口
拡
大
）
、
②
選
ば

れ
る
地
域
づ
く
り
と
人
の
流
れ
創

出
（
定
住
促
進
、
都
市
部
へ
の
魅

力
発
信
、
関
係
人
口
拡
大
、
若
者

定
着
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
）
、

③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
と

未
来
の
希
望
育
成
（
切
れ
目
な
い

支
援
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、

教
育
充
実
、
子
育
て
世
代
支
援
）
、

④
健
康
で
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の

支
援
（
健
康
寿
命
延
伸
、
地
域
包

括
ケ
ア
深
化
、
安
全
安
心
地
域
づ

く
り
、
公
共
施
設
維
持
、
共
生
社

会
実
現
）
。
地
方
創
生
交
付
金
を

含
む
財
源
を
戦
略
的
に
活
用
し
、

総
合
計
画
の
将
来
像
「
み
ん
な
と

共
に
未
来
を
創
る
〝
ふ
か
う
ら
ま

ち
〟
」
の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

『
必
要
で
あ
れ
ば
財
政
支
援

も
検
討
』

　
八
木
議
員

　
町
内
の
訪
問
介
護
事
業
所
は
、

介
護
報
酬
引
き
下
げ
や
物
価
高
騰
、

人
材
不
足
な
ど
で
事
業
継
続
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
。
地
域
の
高
齢

者
福
祉
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
、

町
と
し
て
事
業
所
支
援
を
ど
の
よ

う
に
強
化
す
る
か
。

　
町
長

　
訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ
は
、

全
国
の
高
収
益
性
事
業
所
を
基
に

適
正
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一

方
、
当
町
の
訪
問
介
護
事
業
所
は
、

南
北
に
細
長
い
地
理
や
移
動
時
間

の
長
さ
か
ら
収
益
性
は
高
く
な
く
、

物
価
高
騰
や
人
材
不
足
で
事
業
継

続
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
事
業

廃
止
が
町
民
に
与
え
る
影
響
を
踏

ま
え
、
必
要
で
あ
れ
ば
財
政
支
援

も
検
討
す
る
が
、
一
時
的
支
援
の

効
果
や
他
サ
ー
ビ
ス
と
の
公
平
性

を
考
慮
し
、
適
正
な
支
援
額
を
検

討
し
て
い
く
。

訪
問
介
護
事
業
支
援

訪
問
介
護
事
業
所
へ
の

支
援
は

問答

▲旧ラーメン１０１
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大
髙
議
員

①
野
生
動
物
被
害
防
止
の
た
め
、

ハ
ン
タ
ー
養
成
支
援
や
電
気

柵
設
置
補
助
な
ど
生
活
圏
・
生

産
圏
へ
の
侵
入
防
止
策
の
現

状
と
今
後
の
対
応
は
。

②
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
増
加
に

対
し
、
箱
ワ
ナ
に
よ
る
駆
除
に

加
え
、
ベ
ア
ド
ッ
グ
を
活
用
し

た
非
致
死
的
対
策
の
導
入
可

能
性
と
課
題
は
。

③
ジ
ビ
エ
活
用
は
衛
生
管
理
や
処

理
施
設
と
の
連
携
な
ど
課
題

は
あ
る
が
、
観
光
・
地
産
地
消
・

地
域
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
ア
オ
ー
ネ
白

神
十
二
湖
や
町
内
飲
食
店
で

の
活
用
推
進
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
は
。

　
町
長

①
町
は
会
計
年
度
任
用
職
員
４
名

を
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に

任
命
し
、
巡
回
や
ク
マ
の
追

い
払
い
、
ワ
ナ
設
置
、
放
任

果
樹
の
伐
採
を
行
っ
て
い
る
。

猟
友
会
深
浦
支
部
は
25
名
が

所
属
し
、
町
と
連
携
し
て
対

応
し
て
お
り
、
免
許
取
得
や

銃
器
購
入
へ
の
補
助
な
ど
手

厚
い
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

今
年
は
サ
ル
被
害
が
多
く
、

電
気
柵
購
入
補
助
を
補
正
予

問答

算
に
計
上
し
た
。

②
ベ
ア
ド
ッ
グ
は
有
効
性
が
あ
る

一
方
、
専
門
的
な
飼
育
・
管

理
や
高
額
な
費
用
が
必
要
で
、

実
例
も
少
な
い
。
当
町
の
地

理
的
条
件
を
踏
ま
え
る
と
導

入
は
困
難
と
考
え
る
。

③
ジ
ビ
エ
活
用
は
国
が
推
進
し
て

お
り
注
目
も
集
ま
る
が
、
ク

マ
肉
は
解
体
技
術
や
寄
生
虫

リ
ス
ク
な
ど
課
題
が
多
い
。

当
町
は
多
様
な
鳥
獣
対
応
に

追
わ
れ
て
お
り
現
状
で
は
体

制
整
備
が
難
し
い
が
、
今
後

は
国
県
の
動
向
を
注
視
し
、

民
間
事
業
者
と
の
連
携
も
視

野
に
研
究
を
進
め
る
。

『
現
時
点
で
追
加
は
考
え
て

い
な
い
』

　
大
髙
議
員

①
国
保
加
入
者
対
象
の
が
ん
検
診

に
、
す
い
臓
・
肝
臓
・
食
道
・

胆
道
が
ん
を
加
え
、
町
民
の
健

康
増
進
と
健
康
寿
命
延
伸
を

図
る
べ
き
と
思
う
が
。

②
高
齢
者
の
転
倒
増
加
の
背
景
に

目
の
機
能
低
下
や
貧
血
が
あ

り
、
ア
イ
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

導
入
は
早
期
発
見
と
予
防
に

つ
な
が
る
。
目
の
健
康
も
含
め

た
転
倒
予
防
策
と
し
て
実
施

す
べ
き
と
思
う
が
。

　
町
長

①
町
の
集
団
が
ん
検
診
は
国
の
指

針
に
基
づ
き
、
胃
・
大
腸
・

肺
・
乳
・
子
宮
頸
が
ん
の
み

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

死
亡
リ
ス
ク
を
下
げ
る
科
学

的
根
拠
が
あ
り
、
不
利
益
も

少
な
い
。
す
い
臓
・
肝
臓
・

食
道
・
胆
道
が
ん
は
検
査
精

度
や
有
効
性
が
十
分
で
な
く
、

現
時
点
で
追
加
は
考
え
て
い

検
診（
健
診
）項
目
拡
充

が
ん
検
診
及
び
健
診
の

項
目
拡
充
を

問答

問
答

鳥獣被害対策・
　ジビエ活用の推進は

鳥獣被害対策

猟友会と連携し対応
　ベアドック導入は困難、
　　ジビエ活用も課題が多い

大
おおたか

髙　恒
つねぞう

藏議員
質問者の動画が
視聴できます。

わが町のここが聞きたい
つぶやきつぶやき
１にスピード感、

２に検討。スピード感
があり満足
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な
い
。
今
後
も
科
学
的
根
拠

と
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
対

応
し
て
い
く
。

②
ア
イ
フ
レ
イ
ル
は
加
齢
や
生
活

習
慣
等
で
視
機
能
が
低
下
し

た
状
態
を
い
う
。
町
で
は
集

団
健
診
で
ア
イ
フ
レ
イ
ル
チ

ェ
ッ
ク
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

後
期
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
運
動
指

導
や
個
別
相
談
で
転
倒
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年

度
か
ら
管
理
栄
養
士
や
歯
科

衛
生
士
も
加
わ
り
支
援
を
強

化
し
て
い
る
。
ア
イ
フ
レ
イ

ル
は
早
期
発
見
が
重
要
で
あ

り
、
生
き
が
い
活
動
の
場
な

ど
で
取
り
組
む
ほ
か
、
自
分

で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
た
め
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
し
て
い
く
。

『
事
務
事
業
編
は

　
　令
和
7
年
3
月
に
改
定

区
域
施
策
編
は

　
　令
和
6
年
3
月
に
策
定
』

　
大
髙
議
員

　
県
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
い
る
。
町
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
と
現
状
（
家
庭
、
産
業
、
運
送

業
な
ど
）
、
２
０
３
０
年
・
２
０

５
０
年
の
目
標
を
伺
う
。
ま
た
、

平
成
25
年
度
策
定
の
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
現
状
に
即
し
て

改
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
町
長

　
町
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
は
「
事
務
事
業
編
」
と
「
区
域

施
策
編
」
が
あ
る
。

　
事
務
事
業
編
は
令
和
７
年
３
月

に
改
定
し
、
２
０
２
４
～
２
０
３

０
年
度
を
計
画
期
間
と
し
、
２
０

３
０
年
度
に
２
０
１
３
年
度
比
50

％
削
減
を
目
標
と
し
て
い
る
。
２

０
５
０
年
度
の
目
標
は
未
定
だ
が
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
基

づ
き
実
質
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
見
直
し
を

問答

照
明
の
省
エ
ネ
化
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
、

消
灯
な
ど
の
取
組
に
よ
り
、
排
出

量
は
２
０
１
３
年
度
１
，
２
０
２

ｔ-

Ｃ
Ｏ
２

か
ら
２
０
２
３
年
度
９

８
１
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２

へ
と
18
・
４
％
減

少
し
て
い
る
。

　
区
域
施
策
編
は
令
和
6
年
3
月

に
西
つ
が
る
3
市
町
で
策
定
し
、

２
０
２
４
～
２
０
３
０
年
度
を
計

画
期
間
と
し
、
２
０
３
０
年
度
に

２
０
１
３
年
度
比
50
・
９
％
削
減
、

２
０
５
０
年
度
に
実
質
排
出
ゼ
ロ

を
目
標
と
し
て
い
る
。
２
０
２
０

年
度
の
排
出
量
は
２
０
１
３
年
度

比
21
・
２
％
減
の
33
万
６
，
５
０

０
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２

と
な
っ
て
い
る
。
部

門
別
で
は
家
庭
部
門
9
万
１
，
７

０
０
ｔ
、
運
輸
部
門
11
万
５
，
０

０
０
ｔ
な
ど
が
中
心
で
あ
る
。

　
町
で
は
ご
み
の
分
別
見
直
し
に

よ
り
資
源
ご
み
が
増
加
し
、
減
量

化
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
も
省
エ
ネ
対
策
や
循
環
型
社

会
の
構
築
を
進
め
、
住
民
・
事
業

者
と
一
体
で
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

に
取
り
組
む
。

『
考
え
て
い
な
い
』

　
大
髙
議
員

　
人
口
減
少
は
一
自
治
体
で
解
決

で
き
ず
原
因
も
一
様
で
な
い
。
こ

れ
ま
で
出
生
率
向
上
や
就
労
・
定

住
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、
少
人

数
社
会
へ
の
発
想
転
換
も
必
要
と

し
て
き
た
。
一
方
、
結
婚
し
な
い

若
者
の
増
加
も
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。
新
町
長
の
発
想
を
活
か
し
、

婚
活
支
援
に
特
化
し
た
新
組
織
を

設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
町
長

　
結
婚
し
な
い
若
者
が
増
え
る
背

景
に
は
、
結
婚
を
当
然
と
し
な
い

価
値
観
や
雇
用
の
不
安
定
化
が
あ

る
。
国
の
施
策
は
子
育
て
世
帯
中

人
口
減
少
対
策

婚
活
支
援
に
特
化
し
た

新
組
織
設
置
の
考
え
は

問答

わが町のここが聞きたい

心
で
若
年
層
支
援
が
不
足
し
て
お

り
、
将
来
不
安
の
解
消
に
は
賃
上

げ
や
雇
用
安
定
な
ど
官
民
一
体
の

取
組
が
必
要
で
あ
る
。
結
婚
へ
の

意
欲
が
あ
っ
て
も
不
安
で
踏
み
出

せ
な
い
人
に
は
国
の
政
策
対
応
が

不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
だ

け
で
担
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
国

も
「
子
ど
も
家
庭
庁
」
を
設
置
し
、

「
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
を
自
治
体
に
求
め
て
お
り
、
当

町
も
令
和
８
年
４
月
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
か

ら
、
婚
活
支
援
特
化
の
新
組
織
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。
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　第140号定例会　審議議案と議員の賛否一覧表

上程議案・概要・結果
〇は賛成、×は反対、欠は欠席、議長（斉藤登）は採決に加わらない。

結

　果

八
木

　史

七
戸

　仁

福
沢
秀
己

大
川
清
光

岩
谷

　司

岩
根

　環

工
藤
博
利

大
髙
恒
藏

藤
田
一
則

今

　勝
吉

斉
藤

　登

令和６年度 歳入歳出決算の認定
議案第１号　一般会計（歳入90億5824万３千円・歳出87億7795万５千円） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -
議案第２号　国民健康保険事業特別会計
　【事業勘定】（歳入10億7110万２千円・歳出10億6955万３千円）
　【直診勘定】（歳入３億408万円・歳出２億9720万９千円）

認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第３号　後期高齢者医療特別会計（歳入１億6808万９千円・歳出１億6366万６千
円） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第４号　介護保険特別会計（歳入16億7006万２千円・歳出16億2487万８千円） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第５号　訪問看護ステーション特別会計（歳入1621万４千円・歳出1751万１千円） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第６号　財産区特別会計（歳入62万２千円・歳出０円） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -
議案第７号　水道事業会計（収益的収入４億1074万５千円・収益的支出３億8945万３

千円/資本的収入３億7732万円・資本的支出５億5460万１千円） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第８号　下水道事業会計（歳入２億4711万円・歳出２億3787万１千円） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和７年度 補正予算議案
議案第９号　一般会計補正予算（２回目）２億1237万７千円増額
　大型風力発電設備の固定資産税増収見込み、支所、各集会施設照明器具ＬＥＤ化、驫木地区デイサ
ービスセンター介護浴槽更新、長慶平１号線及び北金ケ沢13号線改良など

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第10号　国民健康保険事業特別会計補正予算（１回目）
【事業勘定】　163万８千円増額
【直診勘定】　422万８千円減額
　前年度の決算収支による繰越金など

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第11号　後期高齢者医療特別会計補正予算（１回目）　271万５千円増額
　前年度の決算収支による繰越金など 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第12号　介護保険特別会計補正予算（１回目）　2699万９千円増額
　前年度の決算収支による繰越金など 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第13号　訪問看護ステーション特別会計補正予算（１回目）　32万２千円減額
　人件費の調整など 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第14号　財産区特別会計（１回目）　13万５千円増額
　前年度の決算収支による繰越金など 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第15号　水道事業会計（１回目）
　収益的収入及び資本的収入における一般会計補助金の増額 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第16号　下水道事業会計（１回目） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

条例に関する議案
議案第17号　深浦町選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -
議案第18号　深浦町議会議員及び深浦町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する
条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第19号　深浦町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定
める条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

その他の議案
議案第20号　工事請負契約
　旧岩崎小学校解体工事　請負代金263,670,000円　請負業者株式会社ホリエイ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第21号　工事請負契約
　屋戸地区頭首工災害復旧工事 請負代金57,750,000円　請負業者株式会社石沢組 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第22号　工事請負契約
　上川原１地区頭首工災害復旧工事　請負代金57,420,000円　請負業者株式会社石沢組 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第23号　工事請負契約
　船颪地区水路災害復旧工事　請負代金65,340,000円　請負業者株式会社ホリエイ 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第24号　工事請負契約
　日野線地区道路災害復旧工事　請負代金76,670,000円　請負業者株式会社脇川建設工業所 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議案第25号　工事請負契約
　深浦町（風合瀬）地区漁村整備工事　請負代金133,100,000円　請負業者山大機電 株式会社（青
森市）

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

人事・その他
報告第１号　健全化判断比率報告の件 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

報告第２号　公営企業資金不足比率報告の件 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -
報告第３号　深浦町が出資している法人の経営状況について

（深浦町食産業振興公社） 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

報告第４号　深浦町が出資している法人の経営状況について
（株式会社ふかうら開発） 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

報告第５号　深浦町が出資している法人の経営状況について
（しらかみ十二湖株式会社） 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

報告第６号　深浦町教育委員事務の点検及び評価報告の件 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -
陳情第１号　「高額療養費の自己負担引き上げの撤回を求める意見書」の提出を求める陳
情 採択 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 -

発議第１号　高額療養費の自己負担引き上げの撤回を求める意見書 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 -
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「
ジ
ビ
エ
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ｊ
Ｉ
株
式
会
社
視
察

（
岩
手
県
大
槌
町
）

10
月
28
日（
火
）

　
野
生
動
物
に
よ
る
獣
害
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
の
個
体
数
を
令
和
23
年

度
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
目
標

を
掲
げ
捕
獲
を
進
め
て
き
た

が
、十
分
な
成
果
は
上
が
っ

て
い
な
い
。そ
う
し
た
中
、私

た
ち
は
岩
手
県
大
槌
町
の

「
ジ
ビ
エ
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
む
Ｍ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
株
式
会
社
を

視
察
し
た
。山
に
は
多
く
の

野
生
動
物
が
生
息
し
、近
年

は
特
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

農
作
物
被
害
が
増
加
し
て
い

る
。人
の
手
に
よ
る
管
理
が

求
め
ら
れ
る
中
、同
社
は
２

０
１
７
年
か
ら「
ジ
ビ
エ
」に

関
わ
る
社
会
的
課
題
を
持
続

的
な
仕
組
み
で
解
決
す
る
た

め
、個
人
、企
業
、行
政
な
ど

多
様
な
主
体
が
連
携
し
、「
害

獣
」を「
ま
ち
の
財
産
」に
変

え
る「
大
槌
ジ
ビ
エ
サ
イ
ク

ル
」を
生
み
出
し
た
。そ
こ
に

は
、ハ
ン
タ
ー
に
受
け
継
が

れ
て
き
た「
命
へ
の
感
謝
」の

精
神
が
根
底
に
あ
る
。狩
猟

さ
れ
た
シ
カ
は
食
肉
加
工
業

者
へ
、革
や
角
は
ク
ラ
フ
ト

作
家
へ
と
受
け
渡
さ
れ
、商

品
や
作
品
と
し
て
大
槌
町
の

物
語
と
と
も
に
通
販
サ
イ
ト

で
全
国
へ
発
信
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、現
場
体
験
を
通
じ

て
魅
力
を
伝
え
る
活
動
や
、

次
世
代
の
ハ
ン
タ
ー
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。こ
う

し
た
循
環
に
よ
っ
て
、持
続

可
能
な
ジ
ビ
エ
事
業
を
構
築

し
て
い
る
。Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

株
式
会
社
に
は
、命
の
恵
み

を
広
く
伝
え
、大
槌
町
の
鹿

肉
と
し
て
の
認
知
を
高
め
、

復
興
ビ
ジ
ネ
ス
を
長
期
的
に

継
続
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
。

（
今
　
勝
吉
）

岩
手
県

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
視
察

（
釜
石
市
）

10
月
28
日（
火
）

　
釜
石
市
の
岩
手
県
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
で
漁
業
の
現
状

と
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヒ
ラ
ガ
キ
の
養

殖
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

本
県
同
様
の
全
国
有
数
の
水

産
県
で
あ
る
。し
か
し
近
年

は
秋
サ
ケ
、サ
ン
マ
、ス
ル
メ

イ
カ
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
秋
サ
ケ
に
い
た
っ
て
は
昨

年
の
県
の
予
報
で
震
災
前
平

均
1
％
未
満
と
深
刻
な
状
況

と
な
っ
た
。沖
合
ト
ロ
ー
ル

調
査
で
は
暖
水
性
魚
種
に
変

化
し
て
お
り
沿
岸
・
沖
合
と

も
に
海
面
水
温
は
上
昇
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。ま
た
急
潮

に
よ
る
定
置
網
被
害
が
発
生

し
て
お
り
観
測
や
予
測
に
よ

り
急
潮
情
報
を
発
行
し
て
い

る
。セ
ン
タ
ー
で
は
ホ
タ
テ

ガ
イ
養
殖
の
代
替
の
必
要
性

か
ら
第
一
段
と
し
て
ア
サ
リ

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
が

市
場
価
格
な
ど
生
産
者
の
魅

力
に
乏
し
か
っ
た
。現
在
は

第
二
段
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ヒ
ラ
ガ
キ
の
養
殖
に
大
き
な

願
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。73
年
前
に
欧
州
か
ら

移
入
さ
れ
て
養
殖
試
験
が
な

さ
れ
た
が
そ
の
後
途
絶
え
た
。

し
か
し
近
年
七
つ
の
港
で
生

存
が
確
認
さ
れ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ヒ
ラ
ガ
キ
は
高
級
食

材
と
し
て
現
在
の
市
場
や
海

洋
環
境
に
適
合
す
る
可
能
性

が
高
い
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
年
か
ら
本
格
的
な
養
殖
試

験
に
着
手
。担
当
者
の
情
熱

を
感
じ
た
。自
然
現
象
に
左

右
さ
れ
る
漁
業
の
深
刻
な
状

況
は
本
県
・
本
町
も
共
有
し

て
お
り
切
に
思
う
は
大
漁
祈

願
で
あ
る
。

（
七
戸
　
仁
）

「
震
災
語
り
部

　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」視
察

（
岩
手
県
大
槌
町
）

10
月
29
日（
水
）

　
深
浦
町
議
会
で
は
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
大

槌
町
を
訪
れ
、復
興
状
況
を

視
察
し
た
。平
成
26
年
に
も

被
災
地
を
訪
ね
て
お
り
、当

時
は
ま
だ
瓦
礫
が
残
り
、町

民
は
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。今

回
は
11
年
ぶ
り
の
訪
問
と

な
っ
た
。旧
役
場
の
隣
に
は

「
大
槌
交
流
セ
ン
タ
ー
」が
新

設
さ
れ
、町
民
の
交
流
や
図

書
館
、避
難
場
所
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
で
語

り
部
ガ
イ
ド
の
案
内
を
受
け
、

現
地
を
視
察
し
た
。ガ
イ
ド

は
２
０
１
２
年
に
大
槌
町
へ

移
住
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
で
、

「
お
ら
が
大
槌
夢
広
場
」の
代

表
を
務
め
て
い
る
。復
興
は

地
盤
を
約
４
メ
ー
ト
ル
か
さ

上
げ
し
、住
宅
地
と
商
店
街

を
分
け
て
整
備
す
る
な
ど
、

住
民
主
体
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

型
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。防

潮
堤
は
当
初
の
６
・
４
メ
ー

ト
ル
か
ら
14
・
５
メ
ー
ト
ル

に
嵩
上
げ
さ
れ
た
。人
口
は

震
災
前
の
約
１
万
６
千
人
か

ら
減
少
し
、現
在
は
１
万
人

を
下
回
っ
て
い
る
。令
和
７

年
８
月
に
は
１
，２
８
６
名

の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
屋
外

施
設「
鎮
魂
の
森
」が
完
成
。

毎
年
３
月
11
日
に
追
悼
式
が

行
わ
れ
る
と
い
う
。最
後
に

訪
れ
た
吉
里
吉
里
地
区
の
蓬

莱
島
で
は
赤
灯
台
が
復
元
さ

れ
、美
し
い
島
影
を
取
り
戻

し
て
い
た
。復
興
の
歩
み
を

実
感
し
、安
心
し
て
帰
路
に

つ
い
た
。

（
工
藤
博
利
）

視察・研修会レポート 議 員 が 見 た も の ・ 感 じ た こ と議 員 が 見 た も の ・ 感 じ た こ と

▲嵩上げされた防潮堤▲蓬
ほうらい

莱島と赤灯台



ふかうらまち議会だより　№83　2025.11.28発行（18）

　今号の表紙は、関地区の国道101号「いこい
の駐車帯」近くに立つ「折曽（おりそ）のイチ
ョウ」で撮影した一枚です。全国的には北金ヶ
沢の大イチョウが知られていますが、折曽のイ
チョウは色づきの早さと美しい樹形が魅力で、
国道沿いにふいに姿を見せる黄金色の大樹は、
思わず車を停めたくなる温かな存在です。
　撮影に訪れた日は、クマの出没が続いていた
時期で、少しビビりながらの撮影となりました
が、すでに何人かの方がカメラを構えており、
その光景に少しほっとしつつ、同じ景色を楽し
みながら撮りました。
　この日も、秋の深まりとともに葉が美しく染
まり、訪れる人々を静かに迎えていました。写
真の中で子どもが枝先にそっと手を伸ばす姿
は、深浦町の豊かな自然と、未来へ歩む世代が
やさしくつながっているように感じられます。
　町の季節の移ろいや、自然とともにある暮ら
しのぬくもりを、この表紙から感じ取っていた
だければ幸いです。

表紙写真
紹　介

見上げれば
秋のきらめき

　スペースに収めるのを苦労しました。
　将来の夢は陸上選手です。
　自然が豊かな深浦町が好きです！

修道小学校３年生　山
やまざ き

㟢　譲
ゆず

希
き

さん

題字を
書いて
くれた人

編 集 後 記

委 員 長

副 委 員 長

委 員

　　　　　

発行責任者

今　勝吉

七戸　仁

大髙恒藏

岩谷　司

大川清光

福沢秀己

斉藤　登
（議長）

議会広報編集委員会

発行・深浦町議会　編集・議会広報編集委員会　議会の関するお問い合わせは議会事務局まで
〒038-2324　深浦町大字深浦字苗代沢84-2　　　　　　TEL 74-2111（代）、74-4418（直）　 　「QRコード」はデンソーウェーブの登録商標です深浦町

　温室効果ガスの排出による地球温暖化は、地球上のあらゆる生命や環境に影響を及ぼしている。特に近年
は、異常気象が地球を壊滅させかねない勢いで猛威を振るっている。一方で、世界の指導者の中には隣国へ侵攻
して領土拡大を図ったり、COP21で採択された「パリ協定」から離脱したりするなど、人間の理性が失われつつ
あるのではないかと思われる節もある。また、海面水温の上昇は異常気象を引き起こし、農業・漁業・林業といっ
た一次産業にも深刻な影響を与えている。山の恵みであるドングリやブナの実の不作が続き、餌を求めたクマが
人里に出没して被害を及ぼす事例も見られる。持続可能なふるさとを守るためには、町民一人ひとりがこうした
問題を正しく理解し、意見を交わし、議論を深める環境を整えることが重要である。あちらこちらから雪の便り
が聞こえる季節になった。サンタさんは、今年もきっとソリに乗ってやって来てくれることだろう。身体を温める
食べものや、心をほっとさせる楽しい話題を集めて、冬将軍に負けず、元気に暖かい春を迎えたい。

（大髙恒藏）




